
委 長 い つ石上千博 新 員 あ さ

定期大会
第 97回
定期大会
第 97回

北海道らしからぬ暑さを吹き飛ばす、代議員の熱気と石上新委員長の「団結がんばろう」

石
上
千
博
新
委
員
長
を
先
頭
に

全
組
合
員
で
一
歩
前
へ
踏
み
出
そ
う

川
本
淳
中
央
執
行
委
員
長
に

よ
る
本
部
あ
い
さ
つ
（
2
面
に

別
掲
）
に
続
き
、
来
賓
と
し
て

連
合
の
清
水
秀
行
事
務
局
長
が

あ
い
さ
つ
。
立
憲
民
主
党
の
泉

健
太
代
表
は
ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
寄
せ
、「
立
憲
民
主
党
は

ベ
ー
シ
ッ
ク
サ
ー
ビ
ス
を
拡
充

す
る
『
共
存
共
栄
』
の
政
治
へ

の
転
換
を
進
め
る
。
自
治
労
と

タ
ッ
グ
を
組
ん
で
、
解
散
総
選

挙
、
参
議
院
選
挙
の
勝
利
へ
奮

闘
す
る
決
意
だ
」
と
述
べ
た
。

続
い
て
北
海
道
知
事
代
理
と

函
館
市
長
の
地
元
歓
迎
あ
い
さ

つ
、
自
治
労
協
力
国
会
議
員
団

の
逢
坂
誠
二
団
長
（
衆
議
院
議

員
）
の
あ
い
さ
つ
が
あ
っ
た
。

一
般
経
過
報
告
は
、
伊
藤
功

書
記
長
が
報
告
・
提
案
。
2
0

2
3
年
度
一
般
会
計
・
特
別
会

計
決
算
報
告
は
木
村
ひ
と
み
書

記
次
長
が
、
自
治
労
共
済
推
進

本
部
事
業
活
動
報
告
は
安
東
啓

介
事
務
局
長
が
、
そ
れ
ぞ
れ
報

告
し
た
。

報
告
に
対
す
る
質
疑
で
は
、

20
県
本
部
1
社
保
労
連
の
発
言

が
あ
り
、
本
部
答
弁
の
後
、
全

体
の
拍
手
で
承
認
し
た
。

新
規
加
盟
組
合
の
紹
介
で

は
、
こ
の
1
年
間
に
自
治
労
に

加
盟
し
た
5
単
組
と
5
支
部
・

評
議
会
等
の
代
表
者
が
登
壇

し
、
代
表
者
が
決
意
を
述
べ
た

（
3
面
に
一
覧
表
）。

第
1
号
議
案
・
2
0
2
4
│

2
0
2
5
年
度
運
動
方
針

（
案
）
を
藤
森
久
次
副
中
央
執

行
委
員
長
が
提
案
し
た
の
を
は

じ
め
、
第
2
号
議
案
・
当
面
の

闘
争
方
針
（
案
）
は
伊
藤
書
記

長
が
、
第
3
号
議
案
・「
第
5

次
組
織
強
化
・
拡
大
の
た
め
の

推
進
計
画
」
の
総
括
と
「
第
6

次
組
織
強
化
・
拡
大
の
た
め
の

推
進
計
画
」（
案
）
は
藤
森
副

中
央
執
行
委
員
長
が
、
第
4
号

議
案
・「
自
治
労
ジ
ェ
ン
ダ
ー

平
等
推
進
計
画
」（
案
）
と
第

5
号
議
案
・
第
27
回
参
議
院
選

挙
闘
争
の
推
進
に
つ
い
て

（
案
）
は
青
木
真
理
子
副
中
央

執
行
委
員
長
が
、
第
6
号
議

案
・
2
0
2
4
年
度
一
般
会

計
・
特
別
会
計
予
算
（
案
）
は

木
村
書
記
次
長
が
、
そ
れ
ぞ
れ

提
案
し
た
（
議
案
・
報
告
の
一

覧
、
下
段
囲
み
）。

質
疑
・
討
論
で
は
43
県
本
部

1
社
保
労
連
が
発
言
。
本
部
答

弁
の
後
、
ｅ
投
票
に
よ
る
採
決

で
、
す
べ
て
の
議
案
が
圧
倒
的

賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ
た
。

新
執
行
体
制
を
確
立

1
期
2
年
の
役
員
任
期
の
改

選
期
に
あ
た
る
今
大
会
で
は
新

執
行
部
の
役
員
選
挙
が
行
わ

れ
、
新
中
央
執
行
委
員
長
に
は

石
上
千
博
さ
ん
（
北
海
道
・
富

良
野
市
労
連
）、
副
中
央
執
行

委
員
長
に
木
村
ひ
と
み
さ
ん

（
前
書
記
次
長
／
大
阪
市
職
）

と
山
﨑
幸
治
さ
ん
（
広
島
・
大

竹
市
職
労
）、
書
記
長
に
伊
藤

功
さ
ん
（
前
書
記
長
／
山
形
・

庄
内
町
職
労
）、
書
記
次
長
に

榎
本
朋
子
さ
ん
（
前
総
合
企
画

総
務
局
長
／
新
潟
県
本
部
直
属

支
部
）
の
4
役
を
は
じ
め
と
す

る
新
執
行
部
が
、
圧
倒
的
多
数

の
信
任
で
選
出
さ
れ
た
（
4
面

に
新
執
行
体
制
一
覧
）。

な
お
、
中
央
執
行
委
員
27
人

に
占
め
る
女
性
は
9
人
（
33
・

3
％
）
と
な
っ
た
。

ま
た
、
6
期
12
年
に
わ
た
り

本
部
役
員（
書
記
次
長
2
年
・
書

記
長
2
年
・
委
員
長
8
年
）を
務

め
、
今
大
会
で
勇
退
す
る
川
本

淳
前
中
央
執
行
委
員
長
に
対
し

て
は
、
多
く
の
代
議
員
が
発
言

の
中
で
そ
の
労
を
ね
ぎ
ら
い
、

自
治
労
へ
の
貢
献
を
讃
え
た
。

最
後
に
石
上
新
中
央
執
行
委

員
長
が
、「
自
信
を
持
っ
て
、

勇
気
を
持
っ
て
、
元
気
を
持
っ

て
運
動
に
関
わ
っ
て
い
け
る
よ

う
、
全
員
で
一
歩
前
へ
出
る
運

動
に
取
り
組
も
う
」（
下
段
に

発
言
要
旨
）
と
述
べ
、
参
加
者

全
員
の
「
団
結
が
ん
ば
ろ
う
」

で
閉
会
し
た
。

自
治
労
は
8
月
28
〜
30
日
の
3
日
間
、北
海
道
函
館
市
で
第
97
回
定
期
大
会
を
開
催
し
た
。

メ
イ
ン
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
「
声
を
力
に
、
一
歩
前
へ
」。
4
年
ぶ
り
の
参
加
者
数
の
制
限
の

な
い
対
面
で
の
今
大
会
に
は
、
全
国
か
ら
3
4
0
0
人
の
代
議
員
・
傍
聴
者
が
出
席
。第
1

号
議
案「
2
0
2
4
│
2
0
2
5
年
度
運
動
方
針（
案
）」を
は
じ
め
と
す
る
方
針
案
が
提
案

さ
れ
、可
決
・
決
定
さ
れ
た
。
ま
た
、
2
0
2
5
年
に
行
わ
れ
る
第
27
回
参
議
院
議
員
選

挙
に
、
現
職
の
組
織
内
参
議
院
議
員
・
岸
ま
き
こ
（
立
憲
民
主
党
比
例
代
表
）
を
擁
立
す

る
こ
と
を
確
認
し
た
。

提案・決定された報告・議案
【議案】
第1号議案 2024－2025年度運動

方針（案）
第2号議案 当面の闘争方針（案）
第3号議案 「第5次組織強化・拡大

のための推進計画」の
総括と「第6次組織強
化・拡大のための推進
計画」（案）

第4号議案 「自治労ジェンダー平
等推進計画」（案）

第5号議案 第27回参議院選挙闘争
の推進について（案）

第6号議案 2024年度一般会計・特
別会計予算（案）

第7号議案 第98回定期大会（2024
年中間年大会）の開催
地の内定について

第8号議案 特別中央執行委員等の
選任について

【報告】
一般経過報告
2023年度一般会計・特別会計
決算報告
監査報告
自治労共済推進本部事業活動報告

1964年生まれ。83年富良野市に入職。
94年上川ブロック事務局長、2000年自
治労富良野市労連執行委員長、2003年
北海道本部執行委員、2009年自治労本
部総合政治政策局長、2011年自治労本
部総合組織局長、2013年自治労本部総
合政治政策局長を経て、2019年より連
合本部副事務局長。

今大会では、多くのご意見やさまざ
まな課題が提起された。一つあげると
すると、組織人員の減少による組織の
縮小だ。これは自治労の危機である。
多くの代議員から発言があったこの課
題は、自治労全体で乗り越えていかな
ければならないと認識している。この
課題を違う角度から見れば、もう一つ

の危機は、自治労運動を少しでも前へ
進めようとしている役員が減少してい
る、ということだ。減少が進めば運動の
前進が不可能となる。
各地域や職場でさまざまな役員を
担っていただいている皆さんが、自治
労を支えている。皆さんのそばで寄り
添い、一緒に進んでいくその役割を本

部は一生懸命果たしていきたい。皆さ
んが自信を持って、勇気を持って、元
気を持って運動に関わっていけるよう
に、引き続き自治労運動を強化し、確
立をしていきたい。そのために皆さん
と多くの議論を交わしていきたい。全
員で一歩前へ出る運動に取り組んでい
こう。

北海道本部・自治労富良野市労連

多くの議論を交わしながら
自信・勇気・元気を持って
自治労運動を強めよう

ご意見
フォーム自治労HP

・・・・2023年9月15日 ［毎月1日・15日発行・1954年4月17日第三種郵便物認可］第2351号（１）
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人事院は8月7日、月例給・一時金
の引き上げを勧告しました。
秋の自治体確定闘争に産別統一闘争

として、単組・県本部・本部が一体と
なって全力で取り組みます。「社会と
公務の変化に応じた給与制度の整備」
について今回の報告では、見直しの骨
格案が示されました。すべての世代の
モチベーション向上につながる見直し
となるよう、公務員連絡会に結集し意
見反映を行い、総務省対策も行ってい
きます。
この間、新採組織率の低下、脱退者

の増加などを要因として組合員の減少
が続いています。コロナ禍で停滞した
単組の活動を再度活性化し、組織の強
化をはかっていくことが喫緊の課題で
す。2024－2025年度運動方針のメイン
スローガンは、「声を力に、一歩前へ」
としました。組合員一人ひとりの「声」
を集め、それを組織の「力」に変え、
日常的な組合活動を展開し、職場の課
題を「一歩前へ」と進め、運動を現状
よりも前へと進めていくことをめざ
す、そうした思いを込めています。
岸田政権は安全保障や原発政策な

ど、国の根幹に関わる政策を次々と大

きく転換し、多くの重要法案を十分な
議論がない中で強引に成立させるな
ど、傲慢な国会運営を繰り返してきま
した。独断的な国会運営と政策決定を
許さない、緊張感ある政治状況とする
ためにも、強い野党の存在が必要で
す。その中心となるべき立憲民主党
は、めざす社会像を明確に示しなが
ら、泉代表を先頭に、政策の打ち出し
を通じて存在感を高めていただきた
い。自治労としても、「共生と連帯に
基づく持続可能な社会」実現のため、
「中道・リベラル勢力」の拡大にむけ
て取り組みます。
第27回参議院選挙には、現自治労組
織内参議院議員の岸まきこを再び、立
憲民主党から擁立することを、今大会
で提案します。自治労が掲げる政策の
実現、「地域公共サービス」の維持・
発展、組合員の声を国政に届けるため
にも、何としても岸まきこを、再び自
治労の代表として国政の場に送らなけ
ればなりません。
代議員の皆さんの活発な討論、真摯

な議論で本部方針を補強いただくこと
をお願いし、中央執行委員会を代表し
てのあいさつとします。

第
5
号
議
案
「
第
27
回
参
議
院
選
挙
闘
争

の
推
進
に
つ
い
て
」
が
決
定
さ
れ
た
こ
と
を

受
け
、
立
憲
民
主
党
か
ら
自
治
労
組
織
内
候

補
と
し
て
擁
立
す
る
岸
ま
き
こ
参
議
院
議
員

が
決
意
を
表
明
。「
ま
だ
ま
だ
私
に
は
や
り

た
い
こ
と
が
あ
る
。
組
合
員
の
声
を
届
け
な

け
れ
ば
、
と
い
う
想
い
は
強
く
な
っ
て
い

る
。
現
場
の
最
前
線
で
働
く
組
合
員
、
家

族
、
退
職
者
な
ど

の
た
め
、
自
治
労

の
政
策
制
度
実
現

に
む
け
全
力
で
走

り
続
け
る
こ
と
を

お
誓
い
す
る
」
と

力
強
く
述
べ
た
。

運動方針案等の質疑・討論では、3日間を通して43県本部・1社保労連の代
議員が発言し、熱気ある討論が繰り広げられた。多くの代議員が、主に「賃
金闘争の再構築」、組合員の「声を集める」組織強化の推進、次期参議院選
挙での組織内候補・岸まきこ勝利をめざす取り組みについて意見を述べた。

川本 淳 中央執行委員長あいさつ

組合員の「声」集め
現状より一歩「前」へ

現場の最前線の声を国政へ

質
疑
・
討
論

■
第
1
号
議
案
・
第
2
号
議
案

主
に
賃
金
闘
争
の
再
構
築
、

人
員
確
保
と
長
時
間
労
働
の
是

正
、
会
計
年
度
任
用
職
員
の
処

遇
改
善
と
組
織
化
、
組
織
強
化

の
取
り
組
み
な
ど
に
つ
い
て
多

く
の
発
言
が
あ
っ
た
。

賃
金
闘
争
に
関
わ
っ
て
は
、

「
人
勧
の
賃
金
引
き
上
げ
率

は
、
組
合
員
の
期
待
に
応
え
る

も
の
で
は
な
く
、
不
満
が
残

る
」「『
賃
金
闘
争
の
再
構
築
』

の
具
体
的
な
方
針
を
早
急
に
示

せ
」「
賃
金
学
習
を
重
ね
な
が

ら
人
勧
期
署
名
を
取
り
組
ん

だ
。
過
去
の
賃
金
制
度
改
悪
の

経
過
を
知
ら
な
い
世
代
が
増
え

て
お
り
、
丁
寧
な
取
り
組
み
が

必
要
」「
全
世
代
の
賃
上
げ
を

単
年
度
で
終
わ
ら
せ
ず
次
年
度

以
降
も
」「
地
域
手
当
の
支
給

地
・
非
支
給
地
の
格
差
の
是
正

を
」
な
ど
の
意
見
が
あ
っ
た
。

「
給
与
制
度
の
整
備
」
に
関

連
し
て
は
、
60
歳
前
後
の
給
与

カ
ー
ブ
に
つ
い
て
情
報
収
集
と

提
供
、
速
や
か
な
方
針
の
提
起

を
求
め
る
発
言
が
あ
っ
た
。

人
員
確
保
、
長
時
間
労
働
の

是
正
に
つ
い
て
は
、「
疲
弊
し

き
っ
た
現
場
を
救
う
人
員
確
保

の
た
め
、
全
世
代
の
賃
金
ア
ッ

プ
と
福
利
厚
生
の
向
上
を
」

「
技
術
系
職
員
の
不
足
は
深
刻

だ
」「
2
月
に
開
催
し
て
き
た
町

村
職
総
決
起
集
会
を
2
0
2
4

年
か
ら
は
5
月
開
催
と
し
、
人

員
確
保
闘
争
を
推
進
す
る
」

「
人
員
確
保
の
環
境
整
備
の
た

め
、
政
府
や
地
方
6
団
体
へ
の

対
策
の
強
化
を
」
等
の
発
言
が

あ
っ
た
。

ま
た
、「
首
長
が
労

働
基
準
監
督
機
関
と
し

て
役
割
を
果
た
さ
せ
る

よ
う
、
ど
う
取
り
組
む

の
か
」「
勤
務
間
イ
ン

タ
ー
バ
ル
制
度
は
長
時

間
労
働
を
是
正
で
き
る
の
か
疑

問
」
等
の
意
見
・
質
問
が
あ
っ

た
。会

計
年
度
任
用
職
員
の
処
遇

改
善
と
組
織
化
に
つ
い
て
は
、

「
賃
金
・
一
時
金
の
増
額
部
分

の
完
全
実
施
と
4
月
遡
及
を
勝

ち
取
る
。
当
事
者
の
声
を
聞
き

処
遇
を
改
善
す
る
た
め
に
は
組

織
化
が
必
要
」「
勤
勉
手
当
支

給
の
地
方
自
治
法
改
正
は
一
歩

前
進
だ
が
、
任
用
継
続
の
不
安

解
消
が
課
題
だ
」「
恒
常
的
業

務
を
担
う
職
員
の
正
規
職
員
化

に
む
け
た
法
整
備
や
運
用
に
つ

い
て
、
省
庁
・
国
会
対
策
の
強

化
を
」
等
の
発
言
が
あ
っ
た
。

組
織
強
化
の
取
り
組
み
に
関

わ
っ
て
は
「
役
員
の
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
向
上
、
人
材
育
成
に
は

中
長
期
的
に
取
り
組
む
こ
と
が

必
要
」「
脱
退
者
・
未
加
入
者

の
対
策
に
苦
慮
し
て
い
る
。
組

合
の
『
メ
リ
ッ
ト
の
見
え
る

化
』
の
た
め
に
動
画
教
材
の
作

成
を
」「
役
職
定
年
者
、
再
任

用
・
再
雇
用
者
の
組
織
化

に
つ
い
て
好
事
例
の
提
供

を
求
め
る
」
等
の
発
言
が

あ
っ
た
。

ね
ん
き
ん
機
構
の
契
約

職
員
の
組
織
化
と
賃
金
闘

争
に
つ
い
て
も
、
取
り
組
み
報

告
と
決
意
が
述
べ
ら
れ
た
。

秋
季
・
自
治
体
確
定
闘
争
に

関
わ
っ
て
は
、「
賃
上
げ
に
こ

だ
わ
っ
た
た
た
か
い
を
展
開
す

る
」「
確
定
闘
争
で
は
地
域
手
当

の
支
給
・
非
支
給
の
格
差
を
是

正
す
る
取
り
組
み
を
」「
勧
告

内
容
に
と
ら
わ
れ
ず
、
初
任
給

格
付
け
や
運
用
改
善
な
ど
の
要

求
を
単
組
交
渉
で
追
求
す
る
」

な
ど
の
意
見
が
出
さ
れ
た
。

他
の
課
題
に
つ
い
て
は
、
平

和
運
動
等
の
課
題
に
関
連
し
て

「
改
憲
の
動
き
に
対
し
憲
法
学

習
会
を
実
施
し
て
い
る
」「
福

島
第
1
原
発
の
ト
リ
チ
ウ
ム
汚

染
水
の
放
出
は
許
さ
な
い
」
等

の
発
言
が
あ
っ
た
。

医
療
職
場
の
課
題
と
地
域
医

療
体
制
、
市
町
村
共
済
職
員
の

労
働
条
件
改
善
、
行
政
の
デ
ジ

タ
ル
化
と
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
の
問
題
、
水
道
広
域
化
に
対

す
る
取
り
組
み
、
保
育
労
働
者

の
処
遇
改
善
、
人
事
評
価
制
度

の
課
題
、
部
落
地
名
総
鑑
の
拡

散
問
題
、
退
職
所
得
課
税
制
度

の
見
直
し
等
に
つ
い
て
も
意

見
、
質
問
が
あ
っ
た
。

■
第
3
号
議
案

主
に
財
政
課
題
と
人
材
育
成

な
ど
で
意
見
が
あ
っ
た
。

財
政
課
題
で
は
「
県
本
部
組

織
基
盤
強
化
へ
の
全
国
の
仲
間

の
協
力
に
感
謝
す
る
」「
財
政

改
革
議
論
が
進
ま
な
か
っ
た
こ

と
の
原
因
究
明
が
必
要
だ
。
本

部
交
付
金
の
見
直
し
の
議
論
は

オ
ー
プ
ン
に
」「
本
部
交
付
金

な
し
に
県
本
部
財
政
は
成
り
立

た
な
い
現
状
だ
」「
財
政
縮
減
策

を
正
面
か
ら
提
案
し
て
議
論
す

べ
き
」
等
の
意
見
が
あ
っ
た
。

ま
た
「
人
材
育
成
の
た
め
に

も
県
本
部
専
従
体
制
の
維
持
は

必
要
だ
。
財
源
の
確
保
を
」「
人

材
育
成
の
た
め
の
本
部
の
覚
悟

を
持
っ
た
提
起
を
求
め
る
」
等

の
発
言
が
あ
っ
た
。

■
第
4
号
議
案

県
本
部
で
の
「
男
女
が

と
も
に
担
う
自
治
労
計

画
」
の
実
践
を
踏
ま
え
な

が
ら
、「
自
身
が
県
本
部

副
委
員
長
を
担
う
決
意
も

含
め
、
組
織
に
変
化
を
も
た
ら

す
30
％
以
上
の
女
性
参
加
を
意

識
し
た
運
動
を
展
開
す
る
」

「
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
理
解
増
進
法
は
私

た
ち
の
求
め
る
内
容
と
な
っ
て

い
な
い
。
周
囲
に
人
知
れ
ず
悩

ん
で
い
る
人
が
い
る
こ
と
を
認

識
し
、
差
別
解
消
に
む
け
て
取

り
組
み
の
強
化
を
」「
組
合
内

部
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
克
服
を
」

「
本
部
は
継
続
的
な
女
性
役
員

の
全
国
的
な
横
の
つ
な
が
り
を

作
っ
て
ほ
し
い
」等
の
、
意
見
・

要
望
、決
意
表
明
が
あ
っ
た
。

■
第
5
号
議
案

多
く
の
代
議
員
が
、
次
期
参

議
院
選
挙
で
の
岸
ま
き
こ
必
勝

の
強
い
決
意
を
表
明
し
た
。

「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
関

連
業
務
で
混
乱
す
る
職
場
に
身

を
置
く
組
合
員
に
と
っ
て
、
こ

の
問
題
で
の
岸
さ
ん
の
国
会
質

疑
は
心
強
い
。
町
村
職
出
身
の

仲
間
と
し
て
総
力
で
支
援
す

る
」「
現
職
ゆ
え
に
多
忙
で
職

場
オ
ル
グ
は
困
難
だ
。
ウ
ェ
ブ

を
活
用
し
た
き
め
細
か
な
活
動

展
開
を
」「
若
年
層
に
む
け
た

Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の
情
報
発
信
な
ど
、

早
期
の
取
り
組
み
開
始
を
」
等

の
、
積
極
的
な
発
言
が
相
次
い

だ
。

ま
た
、
立
憲
民
主
党
が

地
方
・
地
域
に
密
着
し
た

候
補
者
を
擁
立
し
有
権
者

に
響
く
政
策
を
打
ち
出
す

よ
う
、
本
部
の
働
き
か
け

を
求
め
る
意
見
が
あ
っ
た
。

賃
金
闘
争
の
再
構
築
と
参
院
選
勝
利
へ

組
合
員
の
声
と
力
を
結
集
し
よ
う

賃
金
闘
争
に
つ
い
て
、
今
年

の
勧
告
は
組
合
員
の
生
活
実
態

を
鑑
み
れ
ば
到
底
納
得
で
き
な

い
。
引
き
続
き
人
勧
対
策
を
強

化
す
る
。
同
時
に
各
単
組
の
交

渉
力
の
強
化
も
重
要
だ
。
23
確

定
闘
争
で
も
現
場
の
声
を
丁
寧

に
集
約
し
、
要
求
・
交
渉
・
妥

結
に
む
け
た
取
り
組
み
の
強
化

を
お
願
い
す
る
。

「
給
与
制
度
の
整
備
」
に
つ

い
て
は
、
地
方
で
働
く
職
員
に

も
十
分
に
配
慮
し
、
す
べ
て
の

世
代
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
つ

な
が
る
よ
う
、
引
き
続
き
求
め

て
い
く
。

地
域
手
当
に
つ
い
て
は
、
自

治
体
間
の
格
差
が
人
材
確
保
に

も
大
き
な
影
響
を
与
え
る
こ
と

を
指
摘
し
て
き
た
。
人
事
院
対

策
の
強
化
と
と
も
に
、
総
務
省

に
対
し
地
域
の
実
情
に
応
じ
た

制
度
運
用
が
可
能
と
な
る
よ
う

求
め
て
い
く
。

賃
金
闘
争
の
再
構
築
に
つ
い

て
は
、実
態
把
握
・
分
析
を
基
礎

と
し
自
治
労
総
体
で
取
り
組
む

こ
と
の
で
き
る
賃
金
闘
争
の
確

立
に
む
け
議
論
を
始
め
る
。

人
員
確
保
と
長
時
間
労
働
の

是
正
に
つ
い
て
は
、
賃
金
水
準

の
改
善
、
各
種
休
暇
や
適
切
な

勤
務
時
間
管
理
を
含
め
た
「
働

き
方
改
革
」
の
推
進
、
共
済
制

度
を
含
め
た
福
利
厚
生
の
充
実

を
求
め
、
労
使
交
渉
を
進
め
て

ほ
し
い
。
自
治
体
議
員
連
合
と

の
連
携
も
必
要
だ
。
本
部
は
地

方
6
団
体
と
も
連
携
し
、
政

府
・
総
務
省
に
必
要
な
財
源
や

対
策
を
求
め
て
い
く
。

会
計
年
度
任
用
職
員
の
処
遇

改
善
と
組
織
化
に
つ
い
て
は
、

同
一
労
働
同
一
賃
金
を
踏
ま
え

た
処
遇
改
善
、
正
規
職
員
化
に

取
り
組
ん
で
ほ
し
い
。
法
改
正

を
契
機
と
し
た
組
織
化
に
つ
い

て
は
、
常
勤
職
員
と
連
携
し
た

一
体
的
な
運
動
が
重
要
。
9
月

の
県
本
部
代
表
者
会
議
で
具
体

的
な
取
り
組
み
を
提
起
す
る
予

定
だ
。

組
織
強
化
に
つ
い
て
は
、
新

採
、中
途
採
用
、再
任
用
、
役
職

定
年
者
等
の
す
べ
て
の
組
織
化

と
と
も
に
人
材
育
成
が
重
要
。

先
進
的
で
創
意
工
夫
あ
ふ
れ
る

好
事
例
の
収
集
と
横
展
開
、
情

報
活
動
で
の
工
夫
や
技
術
支
援

強
化
な
ど
、
対
応
を
強
め
る
。

第
3
号
議
案
に
つ
い
て
、
今

後
の
運
動
お
よ
び
本
部
―
県
本

部
機
能
・
体
制
の
あ
り
方
に
つ

い
て
組
強
お
よ
び
本
部
内
改
革

Ｐ
Ｔ
で
議
論
を
丁
寧
に
進
め
て

い
く
。
計
画
で
示
し
た
単
組
の

活
性
化
に
は
、
単
組
を
直
接
支

援
す
る
県
本
部
の
役
割
は
極
め

て
重
要
。
本
部
と
し
て
、
47
都

道
府
県
・
1
社
保
労
連
を
し
っ

か
り
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
た

い
。第

4
号
議
案
に
つ
い
て
、
30

％
以
上
に
む
け
て
好
事
例
の
情

報
共
有
や
各
種
学
習
会
の
開

催
、
県
本
部
へ
の
講
師
派
遣
な

ど
に
よ
り
、
育
成
・
環
境
づ
く

り
を
含
め
、
組
合
員
に
ジ
ェ
ン

ダ
ー
平
等
計
画
を
理
解
い
た
だ

き
な
が
ら
真
剣
に
向
き
あ
い
、

県
本
部
と
と
も
に
運
動
を
進
め

て
ま
い
り
た
い
。

第
5
号
議
案
に
つ
い
て
、
自

治
労
の
政
策
実
現
の
た
め
に
組

織
内
議
員
は
不
可
欠
。
岸
ま
き

こ
の
早
期
の
推
薦
決
定
を
お
願

い
す
る
。
直
接
対
話
な
ど
に
加

え
ウ
ェ
ブ
等
も
活
用
し
、
よ
り

効
果
的
に
浸
透
を
は
か
る
と
と

も
に
、
工
夫
し
な
が
ら
宣
伝

ツ
ー
ル
も
作
成
し
て
い
く
。

藤森副委員長

答 弁

組
織
強
化
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
へ

自
治
労
総
体
で
運
動
前
進
を

青木副委員長

伊藤書記長

第1号議案 2024－2025年度運動方針（案） 藤森副委員長
「声を力に、一歩前へ」をメインスローガンに掲げ、職場における助けあい・支
えあいと要求・交渉による労働組合の役割の発揮、世論の理解と共感を背景とした
質の高い公共サービスの実現、平和・人権を守る運動強化および組合活動と政治の
日常的な関わりあい、の3点を重点課題に設定し、運動の前進を提起した。

第2号議案 当面の闘争方針（案） 伊藤書記長
今定期大会以降、次期中央委員会（2024年1月）までの具体的な取り組みを提起。

2023自治体確定闘争の推進を中心に取り組みを提案した。

第3号議案 「第5次組織強化・拡大のための推進計画」の総括と
「第6次組織強化・拡大のための推進計画」（案） 藤森副委員長
2023年9月から4年間を計画期間とし、①受信力・交渉力・発信力の強化、②同
一職場で働く仲間の組織化による組織率の向上、③各級組織役職員の育成と次代を
担う新たな人材の発掘、の3点を重点課題に、「単組活動底上げシート」を活用を
しながら、組織力の底上げにむけた取り組みの前進を提起した。

第4号議案 「自治労ジェンダー平等推進計画」（案） 青木副委員長
ジェンダー平等実現にむけ、組織に変化をもたらすといわれる30％以上の参画（ク
リティカル・マス）を意識した運動を提起。第1フェーズを2023年9月から4年間、
第2フェーズを2027年9月から3年間とし、本部・県本部・単組における達成すべ
き目標を明示。また、女性参加を進めるための環境整備も提案した。

第5号議案 第27回参議院選挙闘争の推進について（案） 青木副委員長
岸まきこ現参議院議員を、立憲民主党より自治労組織内候補として擁立し、自治
労の政策制度要求の実現をめざす。そのための具体的な取り組みを提起した。

第6号議案 2024年度一般会計・特別会計予算（案） 木村書記次長
2024年度予算の基本的考え方、各会計予算編成の概要等について提起した。

組
織
の
強
化
拡
大
は
、
自
治
労
運
動
の

「
一
丁
目
一
番
地
」
だ
。「
第
6
次
組
強
計

画
」
に
あ
る
よ
う
に
、
組
合
員
の
ニ
ー
ズ
を

把
握
し
、
課
題
解
決
に
は
組
合
が
必
要
だ
と

い
う
こ
と
を
意
識
的
に
発
信
す
る
こ
と
が
必

要
だ
。
今
こ
そ
、
現
場
に
行
こ
う
。
ま
ず
は

仲
間
と
話
を
し
よ
う
。
課
題
解
決
に
む
け

て
、
一
緒
に
汗
を
か
き
、
職
場
の
仲
間
と
取

り
組
ん
で
い
こ
う
。

広
島
Ｇ
7
サ
ミ
ッ
ト
は
、
核
兵
器
廃
絶
に

触
れ
る
ど
こ
ろ
か
、
核
抑
止
論
を
正
当
化

し
、
平
和
公
園
に
核
兵
器
の
発
射
ボ
タ
ン
を

持
ち
込
ん
だ
国
さ
え
あ
っ
た
。
平
和
で
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
社
会
に
む
け
て
政
治
を
変
え

る
た
め
、
緊
張
感
の
あ
る
国
会
状
況
を
産
み

出
す
こ
と
が
必
要
だ
。
次
期
参
議
院
選
挙
で

は
、
岸
ま
き
こ
候
補
の
必
勝
に
む
け
、
全
力

で
た
た
か
お
う
。

沖
縄
の
辺
野
古
新
基
地
建
設
は
、「
地
方

の
こ
と
は
地
方
が
決
め
る
」
と
い
う
地
方
自

治
の
問
題
だ
。
参
加
と
自
己
決
定
の
自
立
し

た
社
会
の
実
現
の
た
め
、
自
治
労
の
旗
の
下

に
結
集
し
、
力
を
集
め
よ
う
。

今
、
自
治
労
組
織
は
衰
退
し
て
い
る
。

キ
ー
ワ
ー
ド
は
「
全
世
代
の
」
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
向
上
だ
。
世
代
間
の
分
断
を
招
き
か

ね
な
い
給
与
制
度
の
改
定
を
、
こ
れ
以
上
許

し
て
は
な
ら
な
い
。

政
治
闘
争
は
必
要
不
可
欠
な
取
り
組
み
で

あ
る
こ
と
を
、
一
人
ひ
と
り
の
組
合
員
に
訴

え
か
け
て
い
こ
う
。

自
治
労
は
今
こ
そ
、
組
合
員
の
頼
れ
る
存

在
と
し
て
、
キ
ラ
キ
ラ
し
た
輝
き
を
放
た
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

団
結
し
て
組
合
活
動
の
意
義
を
共
有
し
な

が
ら
、
人
間
関
係
を
構
築
し
、
基
本
と
な
る

課
題
解
決
に
む
け
た
活
動
を
強
化
す
る
こ
と

が
重
要
だ
。

自
治
労
は
連
合
体
。
決
定
ま
で
時
間
は
か

か
る
が
一
度
決
ま
れ
ば
一
番
強
い
。
多
様
性

あ
ふ
れ
る
自
治
労
が
、
そ
の
強
み
を
生
か

し
、
自
治
労
総
体
の
運
動
を
一
歩
前
へ
、
さ

ま
ざ
ま
な
方
々
の
「
声
を
力
に
、
一
歩
前

へ
」
進
も
う
。

総

括

討

論

総

括

答

弁

広島県本部 竹田 恵 代議員沖縄県本部 宮里 勝 代議員川本 淳 中央執行委員長
現場に行こう仲間と話そう
平和な社会をつくるために

自治労はキラキラした
輝きを今こそ放とう

多様性が自治労の強み
さまざまな声を力に

単組
単組名

ホテルポールスター札幌
職員労働組合

江別市立病院労働組合

宝塚市社会福祉協議会
労働組合

智頭町社会福祉協議会
労働組合

公益財団法人徳島市学校
給食会職員労働組合

県本部

北
海
道

北
海
道

兵

庫

鳥

取

徳

島

支部・評議会等
支部・評議会等名

自治労滋賀民間保育園等
職員ユニオン
絆敬会労働組合

自治労滋賀公共サービスユニオン
草津市スポーツ振興事業体労働組
合

美波町職員労働組合
会計年度部会

福岡県社会福祉労働組合
筑前町社会福祉協議会労
働組合

瀬戸内町職員組合
会計年度任用職員部

県本部

滋

賀

滋

賀

徳

島

福

岡

鹿
児
島

2023年度新規加盟組合等
～決意表明～こきま岸

・・・・2023年9月15日 ［毎月1日・15日発行・1954年4月17日第三種郵便物認可］第2351号（２）・・・・2023年9月15日 ［毎月1日・15日発行・1954年4月17日第三種郵便物認可］第2351号（３）



声を力に、一歩前へ
自
治
労
本
部

2
0
2
4
│
2
0
2
5
年
度
執
行
体
制

●監査委員

特
別
中
央
執
行
委
員

よろしくお願いいたします。

■
中
央
執
行
委
員
長

石上 千博
北海道本部・自治労富良野市労連

■
中
央
執
行
委
員

（
総
合
企
画
総
務
局
長
）

八巻 由美
福島県本部・福島市職労

■
中
央
執
行
委
員

（
法
対
労
安
局
長
）

上野 友里子
徳島県本部・徳島国保労組

■
中
央
執
行
委
員

（
政
労
局
長
）

磯部 裕
社保労連・日本年金機構労組

■
中
央
執
行
委
員

（
総
合
労
働
局
長
）

林 鉄兵
大阪府本部・大阪市職

■
中
央
執
行
委
員

（
強
化
拡
大
局
長
）

比田井 修
長野県本部・長野県立病院労組

■
中
央
執
行
委
員

（
全
国
一
般
局
長
）

亀﨑 安弘
直属支部

■
中
央
執
行
委
員

（
総
合
組
織
局
長
）

石井 利明
東京都本部・東久留米市職

■
中
央
執
行
委
員

（
強
化
拡
大
局
長
）

外山 律子
鹿児島県本部・薩摩川内市職労

■
中
央
執
行
委
員

（
青
年
部
長
）

兒玉 聖史
長野県本部・千曲市職労

■
中
央
執
行
委
員

（
総
合
政
治
政
策
局
長
）

森下 元
北海道本部・八雲町職労

■
中
央
執
行
委
員

（
強
化
拡
大
局
長
）

郷 孝幸
栃木県本部・鹿沼市職労

■
中
央
執
行
委
員

（
女
性
部
長
）

川辺 由利
富山県本部・富山県職労

■
中
央
執
行
委
員

（
企
画
局
長
）

■
中
央
執
行
委
員

（
現
業
局
長
）

吉村 秀則
大阪府本部・大阪市従

■
中
央
執
行
委
員

（
政
治
局
長
）

佐藤 久美子
千葉県本部・市川市会計年度労組

山下 晃
直属支部

■
書
記
次
長

榎本 朋子
新潟県本部・直属支部

■
中
央
執
行
委
員

（
労
働
条
件
局
長
）

亀瀧 真人
島根県本部・安来市職労

■
中
央
執
行
委
員

（
公
営
企
業
局
長
）

福永 浩二
大阪府本部・豊中市上下水道労組

■
中
央
執
行
委
員

（
政
策
局
長
）

氷室 佐由里
福岡県本部・八女市職労

■
中
央
執
行
委
員

（
連
帯
活
動
局
長
）

小林 郁子
三重県本部・亀山市職

■
中
央
執
行
委
員

（
衛
生
医
療
局
長
）

平山 春樹
兵庫県本部・明石市立病院労組

■
中
央
執
行
委
員

（
社
会
福
祉
局
長
）

門﨑 正樹
北海道本部・自治労札幌市職連

■
中
央
執
行
委
員

（
都
市
交
通
局
長
）

青山 浩二
愛知県本部・名古屋交通労組

佐保 昌一
大分県本部・佐伯市職労

高柳 英喜
直属支部

■
副
中
央
執
行
委
員
長

木村 ひとみ
大阪府本部・大阪市職

石井 英子
（公営競技評議会議長）
埼玉県本部・埼玉県競走労組

■
副
中
央
執
行
委
員
長

山﨑 幸治
広島県本部・大竹市職労

■
書
記
長

伊藤 功
山形県本部・庄内町職労

小川 純
秋田県本部・秋田県職連合

青木 雄次
群馬県本部・東吾妻町職

鴨野 浩一
富山県本部・富山県職労

増永 浩子
京都府本部・八幡市職労

富田 章史
岡山県本部・美咲町職労

中川 孝文
徳島県本部・美馬市職労連
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